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現
在
の
本
県
の
「
財
政
中
期
見
通
し
」（
平
成
十
七
年

で
は
、
今
後
大
幅
な
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
、
こ
の
ま

模
で
推
移
す
る
と
「
準
用
財
政
再
建
団
体
」
へ
と
転
落

と
の
見
方
を
示
し
ま
し
た
。 
 

 

「
準
用
財
政
再
建
団
体
」
と
は
、
「
地
方
財
政
再
建

置
法
」（
昭
和
三
十
年
制
定
）
の
適
用
を
受
け
た
自
治
体

字
再
建
団
体
」
と
い
う
）
を
い
い
、
健
全
財
政
へ
の
転

め
国
の
管
理
下
に
置
か
れ
、
自
治
体
の
自
主
的
な
財
政

と
な
り
ま
す
。 

 

本
県
に
お
い
て
は
、
昭
和
三
十
一
年
五
月
に
赤
字
再

定
を
受
け
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
、
戦
後
復
興
に
か

模
が
年
々
膨
ら
ん
で
来
た
こ
と
に
対
応
で
き
な
く
な

あ
り
、
昭
和
二
十
年
の
歳
出
額
に
対
し
昭
和
三
十
年
に

の
規
模
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
財
政
規
模
の
膨

の
イ
ン
フ
レ
が
主
因
で
し
た
が
、
教
育
費
、
公
共
事
業

費
等
の
県
財
政
の
拡
大
も
大
き
く
影
響
し
ま
し
た
。 
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「財政再建計
（S31-2023） 

画承認申請書」
団
体
】 

三
月
公
表
）

ま
の
財
政
規

し
て
し
ま
う

促
進
特
別
措

（
以
降
「
赤

換
を
図
る
た

運
営
が
困
難

建
団
体
の
指

か
る
財
政
規

っ
た
た
め
で

は
百
五
十
倍

張
は
、
戦
後

、
災
害
復
旧

と年職等勧人し建必議請政政足円す一

こ
う
し
て
財
政
需
要
が
激
増
す
る
一
方
、
資
金
難
に
陥
る
こ

は
必
至
と
見
ら
れ
、
自
治
庁
（
現
総
務
省
）
は
昭
和
二
十
九

に
財
政
再
建
勧
告
の
準
備
を
進
め
、
県
も
再
建
に
着
手
し
、

員
の
昇
級
制
限
・
臨
時
職
員
の
整
理
な
ど
本
格
的
な
見
直
し

を
行
い
赤
字
解
消
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、
自
治
庁
の

告
は
、
人
件
費
、
単
独
事
業
等
の
徹
底
的
な
節
約
を
指
摘
し
、

員
整
理
や
機
構
改
革
を
示
唆
し
、
県
独
自
の
計
画
の
練
り
直

を
要
求
し
ま
し
た
。 

十
四
億
二
千
五
百
万
円
余
の
赤
字
を
負
う
本
県
は
、
赤
字
再

団
体
の
指
定
を
受
け
、
昭
和
三
十
一
年
七
月
、
財
政
再
建
に

要
な
具
体
的
措
置
等
を
定
め
た
「
財
政
再
建
計
画
書
」
を
県

会
の
議
決
を
経
て
、
直
ち
に
自
治
庁
に
こ
の
計
画
の
承
認
申

を
行
い
、
八
月
十
日
に
承
認
さ
れ
、
借
入
金
整
理
の
た
め
財

再
建
債
の
融
資
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
県
の
財

再
建
計
画
は
、
再
建
債
十
六
億
七
千
万
円
を
借
り
入
れ
て
発

し
ま
し
た
が
、
昭
和
三
十
五
年
度
の
初
め
に
は
九
億
二
百
万

に
減
少
し
た
上
、
財
政
調
整
積
立
金
が
一
億
三
千
万
円
に
達

る
と
い
う
余
裕
も
生
じ
、
財
政
再
建
期
間
（
九
年
度
間
）
を

年
短
縮
す
る
こ
と
で
き
ま
し
た
。 



 
  

みみ
やや
ぎぎ
のの
市市
町町
村村
合合
併併  

宮宮
城城
県県
公公
文文
書書
館館
平平
成成
十十
七七
年年
度度
企企
画画
展展 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

現
在
、
全
国
各
地
で
「
平
成
の
大
合
併
」
と
い
わ
れ
る
市
町
村

の
合
併
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
宮
城
県
内
に
お
い
て
も
、
平
成
十

五
年
の
「
加
美
町
」
の
誕
生
を
皮
切
り
に
、
平
成
十
七
年
に
入
っ

て
か
ら
「
栗
原
市
」「
登
米
市
」「
東
松
島
市
」「
（
新
）
石
巻
市
」「
南

三
陸
町
」
が
続
き
、
さ
ら
に
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

「
美
里
町
」「
大
崎
市
」「
（
新
）
気
仙
沼
市
」
が
誕
生
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
全
国
的
で
大
規
模
な
市
町
村
合
併
は
、
明
治
二
十

二
年
（
一
八
八
九
）
と
昭
和
二
十
九
年
か
ら
三
十
六
年
（
一
九
五

四
～
一
九
六
一
）
に
か
け
て
も
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
二
つ
の
合

併
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
方
行
政
の
歴
史
に
お
い
て
重
要
な
節
目
に
な

っ
た
も
の
と
し
て
特
に
「
明
治
の
大
合
併
」
及
び
「
昭
和
の
大
合

併
」
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

明
治
の
大
合
併
は
、
そ
れ
ま
で
江
戸
時
代
か
ら
続
く
自
然
集
落

的
な
存
在
で
あ
っ
た
町
村
を
適
正
な
規
模
を
持
っ
た
近
代
的
な
地

方
自
治
体
と
し
て
再
編
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
昭
和

の
大
合
併
は
、
戦
後
、
新
制
中
学
校
の
設
置
管
理
、
消
防
や
社
会

福
祉
、
保
健
衛
生
な
ど
の
事
務
が
新
た
に
市
町
村
の
事
務
と
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
処
理
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た

め
に
、
町
村
の
人
口
規
模
の
拡
大
な
ど
を
目
指
し
た
も
の
で
し
た
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
宮
城
県
内
に
お
け
る
市
町
村
合
併
に
つ

い
て
、
こ
の
明
治
と
昭
和
の
大
合
併
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
関
係

す
る
公
文
書

ど
を
展
示
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。 

な

（
開
催
期
間 

平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
六
日
～ 

平
成
十
八
年
一
月
二
十
九
日
ま
で
）

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「温泉村分村施行の電報」  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 「宮城県町村合併計画」 
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白石町（白川村一部） 色麻村 （色麻村）

越河村 色麻町

斎川村 中新田町

白川村 白石市 白石市 広原村 中新田町 加美町

大鷹沢村 鳴瀬村
　 福岡村 小野田村 小野田町 （Ｈ１５．４．１

大平村 宮崎村 合併）

小原村 （小原村） 賀美石村

宮村 古川町

円田村 荒雄村

七ケ宿村 七ケ宿町 七ケ宿町 志田村

角田町 宮沢村 古川市 古川市

（舘矢間の一部） 長岡村 （岩出山町の一部）

桜村 （角田町） 富永村 （小牛田町の一部）

北郷村 角田市 角田市 （一部荒雄村へ） 　（字新沼の一部

西根村 東大崎村 　三本木町へ）

枝野村 （大崎村より分村） 　（小山田地区

藤尾村 敷玉村 敷玉村除く青生 　高清水町へ）

東根村 （青生地区小牛田町へ） 地区

丸森村 高倉村

金山村 清滝村

大内村 松山村 松山町 松山町

小斎村 丸森町 丸森町

舘矢間村 下伊場野村 （下伊場野）

（字小田を角田町へ） 三本木町

耕野村 三本木町 （伊場野）

大張村 （古川市の一部） 大崎市

筆甫村 鹿島台村 鹿島台町 鹿島台町 （Ｈ１８．３．

大河原町 （一部松山町へ） ３１予定）

金ケ瀬村 岩出山町 岩出山町 岩出山町

槻木村 槻木町 （一部古川市へ）

船岡村 船岡町 大崎村 東大崎村

村田村 村田町 西大崎村

沼辺村 村田 一栗村
富岡村菅生 町 真山村
富岡村支倉 川崎 温泉村 鳴子町

川崎村 川崎町 町 川渡村 鳴子町

増田村 増田町 鬼首村

東多賀村 閖上町 田尻村 田尻町

下増田村 （名取町） 沼辺村 田尻町

館腰村 名取市 大貫村

高館村 （一部岩沼市へ） 小牛田村 小牛田町 （一部古川市へ）

愛島村 不動堂村 不動堂町 小牛田町 美里町

（逢隈村の一部） 中埣村 （敷玉村青生地区） （Ｈ１８．１．１

岩沼町 （岩沼町） 北浦村 合併予定）

千貫村 岩沼市 南郷村 南郷町

玉浦村 　（名取市の一部） 涌谷町

亘理町 元涌谷町 涌谷町 涌谷町

荒浜村 荒浜町 箆岳村

（一部を逢隈村へ） 築館村 築館町 築館町

吉田村 （栗駒町の一部）

逢隈村 逢隈村 玉沢村

（一部を岩沼町へ） （荒浜町の一部） 宮野村

坂元村 富野村

山下村 若柳町

塩竈町 （塩竈町） 有賀村

（多賀城村の一部） 塩竈市 大岡村

（七ヶ浜村の一部） （多賀城村の一部） 畑岡村

浦戸村 岩ヶ崎村

多賀城村 多賀城町 （多賀城町） 尾松村

（一本松、牛生を塩 多賀城市 多賀城市 鳥矢崎村 栗駒町

竈市へ） 文字村 （一部築館町へ

松島村 松島町 松島町 松島町 栗駒村 ・一部一迫町へ） 栗原市

七ヶ浜村 七ヶ浜村 七ヶ浜町 七ヶ浜町 姫松村 姫松村 （Ｈ１７．４．１

（一部を塩竈市へ） 片子沢 合併）

利府村 （利府村） 宝来

利府町 高清水村 高清水町 高清水町

吉岡町 （古川市の一部）

宮床村 姫松村 （姫松村玉沢分村）

吉田村 一迫村 一迫町 一迫町

鶴巣村 長崎村 （栗駒町の一部）

（一部を冨谷村へ） 金田村

落合村 藤里村 藤里町 瀬峰町

大谷村 （大郷村） （名称変更： 瀬峰町）

大松沢村 大郷町 大郷町 鶯沢村 鶯沢町 鶯沢町

粕川村 沢辺村

冨谷村 （富谷村） 金成村

（鶴巣村の一部） 富谷町 荻野村
大衡村 大衡村 津久毛村

宮 城 県 市 町 村 別 合 併 等 変 遷 表

（建設促進法失効後）

（三本木町の一部）

明治２２年４月 昭和28年10月以前 昭和36年6月以後

宮崎町

（合併促進法施行時）

下伊場野村

富岡村

岩沼町

川崎町

明治２２年４月
（市制町村制施行時）

昭和28年10月以前
（合併促進法施行時）

昭和36年6月以後
（建設促進法失効後）

（鹿島台町の一部）

（市制町村制施行時）

大河原町

塩竈市

　　山元町 　　山元町

冨谷村

　　涌谷町

冨谷町

亘理町

大和町 大和町

平　　　　成

利府町

岩沼市

名取市

亘理町

柴田町

村田町

大河原町

蔵王町

（栗原市→次へ）

色麻町

若柳町

金成町

塩竈市

蔵王町

柴田町

平　　　　成
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志波姫村 （志波姫村） 生出村

志波姫町 栗原市 広瀬村 （宮城村）

花山村 花山村 大沢村 　宮城町

佐沼町 　　秋保村新川

新田村 迫町 七北田村 （泉　村） 仙台市

北方村 （中田町の一部） （荒巻・北根、仙台市へ） （泉　町）

登米町 登米町 泉岳村 根白石村 　泉　市

米川村 秋保村 （秋保村）

錦織村 東和町 （新川、宮城村へ） 秋保町

米谷村 米谷町

石森村 石森町 　

宝江村 中田町 登米市

上沼村 （一部迫町へ） （Ｈ１７．４．１
浅水村 合併）

豊里村 豊里町 豊里町
石越村 石越町

南方村 南方町

米山村 （一部吉田村へ）

吉田村 （一部米山村から） （明治の大合併）

麻崎村 柳津町

横山村     71,314      1,012

石巻町 石巻市     15,859        198

（蛇田村の一部） △ 55,455     △814
蛇田村 （一部石巻市へ） 石巻市 22.2% 19.6%

荻浜村

渡波町 （一部稲井町へ）

稲井村 稲井町
（渡波町の一部） （昭和の大合併）

飯野川村 飯野川町

二股村 河北町 １0月      9,868      　187

大川村 石巻市   ６月      3,472         75

大谷地村 （Ｈ１７．４．１ △  6,396     △112
十五浜村 雄勝町 雄勝町 合併） 35.2% 40.1%

深谷村 赤井村 （矢本町へ）

大塩村 （矢本町へ）

広渕村

須江村 河南町
北村 （桃生町の一部） （平成の大合併）

前谷地村

鹿又村      3,234         71

中津山村 桃生町      3,190         69 加美町

桃生村 （一部河南町へ）      3,100         69
橋浦村 （北上村）      2,521         69

十三浜村 北上町 登米市、栗原市

鮎川村 鮎川町 東松島市、石巻市

大原村      2,314         44 南三陸町

宮戸村      2,285         43 美里町

野蒜村 鳴瀬町      1,822         36 大崎市、気仙沼市

小野村 東松島市 △  1,412     △35 （注）
鷹来村 矢本町 （Ｈ１７．４ 56.3% 50.7%

赤井村 ・１合併） （注）１０市５９町２村（Ｈ７．４．１）　→１３市２２町１村（Ｈ１８．３．３１）

（深谷村から） 矢本町

大塩村 ※全国の状況は官報告示済のもの（平成１７年４月２６日現在）

（深谷村から） ただし、平成１８年３月末は平成１７年３月３１日までに配置分合申請済み

女川村 女川町 女川町 女川町 の市町村がすべて合併した場合の数（Ｈ１７．３．３１総務省発表）

気仙沼町

鹿折村 鹿折町 気仙沼市 （参考；宮城県市町村課調査資料）

松岩村 気仙沼市 気仙沼市

階上村 （Ｈ１８．３．

新月村 ３１予定）

大島村

唐桑村 唐桑町

御岳村 津谷町

小泉村 本吉町 本吉町

大谷村

本吉村 志津川町 南三陸町

戸倉村 志津川町 （Ｈ１７．１０

入谷村 ・１合併）

歌津村 （歌津村）

歌津町

仙台市

茂ヶ崎村

原ノ町

南小泉の一部

西多賀村 仙台市 仙台市 仙台市

中田村

六郷村

岩切村

七郷村
高砂村

明治２２年４月 昭和28年10月以前 昭和36年6月以後
（市制町村制施行時） （合併促進法施行時） （建設促進法失効後）

昭和36年6月以後
（市制町村制施行時） （合併促進法施行時） （建設促進法失効後）

明治２２年４月 昭和28年10月以前

     2,395         45

　１月

3月末

B

Ａ

B-A
B/A(%)

１２月

１２月

　明治２１年

  明治２２年

　昭和２8年

　昭和36年

平成１７年

平成１７年

平成１８年

平成１８年

Ａ

B

４月

４月

４月

3月末

４月

１０月

備　　　考

年 月 全　国 宮城県 備　　　考

Ａ

B

B-A
B/A(%)

合 併 に よ る 市 町 村 数 の 変 遷

年 月 全　国 宮城県 備　　　考

米山町

　　津山町

年 月

B-A
B/A(%)

平成 ７年

平成15年

平成16年

平成17年

牡鹿町

平　　　　成平　　　　成

宮城村
仙

台

市

日高村

全　国 宮城県
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■
宮
城
県
の
一
口
知
識
■ 

 

 
 
 

平
成
十
七
年
十
二
月
十
五
日
（
木
）
に
、
当
館
に
お
い
て
市
町
村
の
文
書

担
当
主
管
課
長
を
対
象
に
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
１
８
市
町
村

か
ら
２
１
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

会
議
は
、
初
め
に
宮
城
学
院
女
子
大
学
人
間
文
化
学
科
教
授
大
平
聡
氏
か

ら
「
貴
重
な
歴
史
資
料
と
し
て
の
行
政
（
官
庁
保
有
）
文
書
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
平
教
授
は
、
公
文
書
の
中
で
記
憶
（
歴

史
）
は
生
き
続
け
る
と
し
、
自
ら
の
高
等
学
校
資
料
の
調
査
で
、
貴
重
な
資

料
の
発
見
や
学
校
統
合
に
伴
う
資
料
の
散
逸
、
ま
た
、
平
成
の
大
合
併
で
市

町
村
の
行
政
文
書
が
大
量
処
分
さ
れ
る
こ
と
の
危
険
性
に
つ
い
て
事
例
を

挙
げ
な
が
ら
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

情
報
提
供
と
し
て
、
県
政
情
報
公
開
室
職
員
よ
り
「
情
報
公
開
と
個
人
情

報
保
護
に
つ
い
て
」
宮
城
県
の
現
在
の
状
況
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
情

報
公
開
条
例
と
個
人
情
報
保
護
条
例
を
対
比
さ
せ
、
こ
の
二
つ
は
似
て
い
る

が
全
く
違
う
も
の
で
あ
る
こ
と
や
、
情
報
公
開
に
対
応
す
る
に
は
、
適
正
な

文
書
の
管
理
が
基
本
に
な
る
と
い
う
こ
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
大
平
教
授
の
実
体
験
に
基
づ
く
お
話
は

大
変
参
考
に
な
っ
た
。
」「
文
書
管
理
は
も
と
よ
り
保
存
と
い
う
こ
と
が
い
か

に
大
切
か
良
く
わ
か
っ
た
。」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

「「「仙
台
駅
開
業
～
変
更
さ
れ
た
駅
の
位
置
」」

仙仙
台台
駅駅
開開
業業
～～
変変
更更
ささ
れれ
たた
駅駅
のの
位位
置置
」

市市市
町
村村村
文
書
担担担
当
主
管管管
課
長
会会会
議  

議議

課課
長長

当当
主主

文文
書書

町町

東
北
本
線
の
上
野
と
仙
台
間
が
開
通
し
、
仙

台
駅
（
停
車
場
）
が
開
業
し
た
の
は
、
今
か
ら

百
十
八
年
前
の
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
十

二
月
十
五
日
の
こ
と
で
し
た
。
記
念
す
べ
き
一

番
列
車
と
な
っ
た
の
は
、
仙
台
で
開
催
さ
れ
る

鉄
道
落
成
式
に
出
席
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

大
蔵
大
臣
の
松
方
正
義
や
内
務
大
臣
の
山
県
有

朋
な
ど
を
乗
せ
た
列
車
で
、
上
野
を
午
前
七
時

二
十
分
に
出
発
し
、
予
定
で
は
午
後
七
時
三
十

分
頃
に
仙
台
に
到
着
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
途
中
の
二
本
松
か
ら
白

石
に
か
け
て
積
雪
の
影
響
を
受
け
る
な
ど
し
た

た
め
に
、
実
際
に
到
着
し
た
の
は
午
後
十
時
二

五
分
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

十

 

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
開
業
初
日
か
ら
列
車
の

到
着
が
遅
れ
る
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ

た
仙
台
駅
で
す
が
、
当
初
の
計
画
で
は
、
町
の

中
心
部
（
大
町
・
国
分
町
な
ど
）
か
ら
三
キ
ロ

以
上
も
離
れ
た
隣
村
の
苦
竹
村
に
設
置
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

計
画
で
は
市
街
地
の
衰
退
を
招
く
こ
と
に
な
る

と
考
え
た
松
平
正
直
県
令
の
働
き
掛
け
に
よ
っ

て
、
仙
台
の
実
業
家
や
商
人
が
工
事
費
の
一
部

を
拠
出
す
る
な
ど
、
住
民
挙
げ
て
計
画
の
見
直 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
を所た発のらょ
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（
Ｍ
二
〇
―
〇
〇
九
三
） 

求
め
る
請
願
を
行
っ
た
結
果
、
現
在
の
場

に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し

。
現
在
も
東
北
地
方
の
中
心
都
市
と
し
て

展
を
続
け
て
い
る
仙
台
市
で
す
が
、
初
め

計
画
ど
お
り
に
駅
が
設
置
さ
れ
て
い
た
な

、
ど
の
よ
う
な
街
に
な
っ
て
い
た
の
で
し

う
か
、
興
味
が
尽
き
な
い
と
こ
ろ
で
す
。 

 

 「仙台駅の設置変更請願書」 



 
関関関
係
機
関
か
ら
寄
贈

さささ
れ
た
主
な
図
書   

（（
敬
称
略
）  

係係
機機
関関
かか
らら
寄寄
贈贈

れれ
たた
主主
なな
図図
書書

（
敬敬
称称
略略
）） 

『
茨
城
県
史
研
究
』 

茨
城
県
立
歴
史
館

 

『

へ
の
ま
な
ざ
し
』 

米
国
高
官
た
ち
の
沖
縄

 
 
 
 
 
 
 
 
 

沖
縄
県
公
文
書
館

 

『
公
文
書
の
記
録
資
料
に
見
る
沖
縄
戦
ア
イ

ス
バ
ー
グ
作
戦
』 

沖
縄
県
公
文
書
館

 

『
特
別
展
示
図
録 

描
か
れ
た
動
物
・
植
物 

―
江
戸
時
代
の
博
物
誌
』 

国
立
国
会
図
書
館

 

『
埼
玉
県
史
料
業
書
１
０
（
下
）
』 

 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
立
文
書
館

 

『
海
に
つ
ど
い
船
に
学
び
木
の
文
化
を
知

る
』 

財
団
法
人
慶
長
遣
欧
使
節
船
協
会

 

『
自
治
体
の
保
有
す
る
公
文
書
の
現
状
に
つ

い
て
』 

全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会 
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  東

  口

 西

 口

仙 台 サ ン プ ラ ザ フル キ ャス トス タジ ア ム 宮 城

至 　県 庁 ・ 市 役 所

国 道 ４ ５ 号
至  塩 釜

 榴 ヶ 岡 公 園

榴 ヶ岡仙 台

仙
　
台
　
駅

第 四 合 庁

第 三 合 庁

宮 城 県 公 文 書 館
（み や ぎ NPO プ ラ ザ ）

宮 城 野 原

宮 城 県 公 文 書 館 案 内

利
用
案
内   

利利
用用
案案
内内

公
文
書
館
だ
よ
り 

―
第

号
八

―

平
成
十
七
年
十
二
月

十
四
日 

発
行 

 

二

宮
城
県
公
文
書
館 

 

編
集
発
行

〒
九
八
三
―
〇
八
五
一 

 

宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
榴
ヶ
岡
五 

℡
〇
二
二
―
七
九
一
―
九
三
三
三

開
館
時
間 

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で 

休 

館 
 日

月
曜
日 

国
民
の
祝
日
・
休
日 

（
土
曜
日
・
日
曜
日
に
当
た
る
日
を
除
く
）

年
末
年
始 

臨
時
休
館
（
特
別
整
理
期
間
等
） 

交
通
の
ご
案
内 

 

○

電
車
の
場
合 

 
 

Ｊ
Ｒ
仙
石
線
榴
ヶ
岡
駅
下
車 

（
徒
歩
７
分
）

○

バ
ス
の
場
合 

 
 

仙
台
市
営
バ
ス
，
宮
城
交
通 

「
第
四
合
同
庁
舎
前
」
下
車 

（
徒
歩
３
分
）

『
千
葉
県
の
公
文
書
館
』 

千
葉
県
文
書
館

 

『
重
宝
録 

第
５
』 

東
京
都

 

『
古
代
の
旅
～
人
と
も
の
の
と
お
る
み
ち
』 

東
北
歴
史
博
物
館

 

『
特
別
展

音
と
人
の
風

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
北
歴
史
博
物
館

 

景
』 

  
『
坂
戸
遺
跡
発
掘
調
査
成
果
展
』 

登
米
市
歴
史
博
物
館

  

『
夏
季
特
別
展 

屋
代
遺
跡
群
愛
と
出
会
い 

の
４
千
年
』 

長
野
県
立
歴
史
館

 

『
元
禄
期
越
前
の
幕
府
領
大
庄
屋
日
記
１
』 

福
井
県
文
書
館

『
ふ
く
し
ま
の
医
学
資
料
』 

福
島
県
文
化
振
興
事
業
団

  

『
本
吉
地
方
教
育
史
年
表
』 

宮
城
県
志
津
川
教
育
事
務
所
岬
会

  

『
柳
川
の
美
術
Ⅰ
』 

柳
川
市

 

（
寄
贈
機
関
名
ア
イ
ウ
エ
オ
順
） 


